廿日市市子ども会育成連絡協議会安全会事故報告要領　H18年4月20日作成






　　・・・・・・・

　　　　①実行発生時「事故報告書(第一報)」様式 安全1を記入し速やかに
　　　　　市子連本部事務局へ提出して下さい。
　　　　　提出は、事故発生2週間以内に行って下さい。
　　　　　それを越える場合、給付できませんのでご注意をお願いいたします。




　　②治癒後「安全災害報告書」様式　安全３




　　　と「治療入院・通院証明」様式　安全6




　　　の提出と(注1)　「子ども会行事届」の写し




　　　　　　　様式　安全３と「子ども会安全会名簿」
様式　安全5の提出を併せて求めます。
(注1)「治療入院・通院証明」様式　安全6に於いて医師の証明を求める欄が在りますが通院した病院の領収書でも良いことになっております。
　　　但し、三ヶ月を超える場合と後遺障害が残る場合には、正式な診断書が必要です。

※　市子連本部事務局は、所属支部又は、所属地区会に提出済みの「子ども会行事届」「子ども会安全会名簿」の提出を求めますが市子連会長が「災害見舞金給付申請」を迅速に行うために単位子ども会に②で示しました書類の提出を求める場合が多々あります。この理由は、処理の迅速化もさることながら、不幸にして「給付申請」を行うに至った事は、極めて大切な個人情報ですので、その情報に関わる人を最小限にしたいという配慮に因りますので単位子ども会育成代表者のご理解をお願いいたします。
※　全子連・県子連の両安全会の給付審査会は、二ヶ月毎に行われます。申請後お時間を戴くこともありますのでご理解をお願いいたします。

※　「子ども会安全会」業務は、会員の善意を前提に成り立っております。これは、市子連本部事務局に専従職員がいないことから発生しております。行事届等上部機関への提出書類の提出時期を含めた適正処理に今後もご協力をお願いいたします。
災害見舞金給付金受け取り時の要領
※　給付金の処理は番号順に流れます。
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　④
①事故処理の顛末を「破線矢印」に従って行った後、市子連本部事務局は「ブロック双方向矢印」の通りに申請を行います。
②災害見舞金給付金が県子連事務局より市子連本部事務局へ送金されてきます。

③市子連本部事務局は、直ちに給付金受給者へ直接又は、支部会長を通して給付金を届けます。郵送の場合もありますし直接受給者宅を訪問し手渡しで届けます。
④給付金受給者は、同封の領収書へ住所と名前の記入及び押印を行い。同封の返信用封書に当該領収書を入れ県子連事務局へ向けて投函して下さい。(切手は添付済みです)

　手渡しの場合、その場で記入・押印をなし使者に渡しても良いです。
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